
建築物省エネ法建築物省エネ法のの改正改正についてについて
建
築
物
省
エ
ネ
法
（
正
式
名
「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」）
が
本
年
６
月
13
日
に
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
は
、
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
ほ
か
、
建
築

基
準
法
、
建
築
士
法
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
の
改

正
が
含
ま
れ
お
り
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
、
建
築
物
分
野
で
の

省
エ
ネ
対
策
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
で
は
、

①
現
在
、
床
面
積
300
㎡
以
上
の
非
住
宅
建
築
物
の
み

と
な
っ
て
い
る
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
義

務
を
、
２
０
２
５
年
度
以
降
は
、
木
造
住

宅
な
ど
全
て
の
新
築
住
宅
・
非
住
宅
建
築

物
で
も
義
務
付
け
ま
す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
拡
充
や
、
販
売
・
賃
貸

時
に
お
け
る
省
エ
ネ
性
能
表
示
を
推
進
し
、

２
０
３
０
年
以
降
の
新
築
を
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）
水
準
へ
誘
導
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

②
省
エ
ネ
改
修
や
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
促

進
へ
向
け
、
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
対
す

る
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
よ
る
低
利
融
資

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
既
に
「
グ
リ
ー
ン
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
」
が
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
市
町
村
が
定
め
る
再
エ
ネ
利
用
促
進
区

域
内
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
か
ら
建
築
主

へ
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
効
果
の
説
明
義
務

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
省
エ
ネ
改
修
や
再
エ

ネ
設
備
の
導
入
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
高

さ
制
限
等
の
合
理
化
も
図
ら
れ
ま
す
。

木
材
利
用
の
促
進
・
建
築
基
準
の
合
理
化

で
は
、

①
二
級
建
築
士
で
も
行
な
え
る
簡
易
な
構

造
計
算
で
建
築
可
能
な
木
造
建
築
物
の
高

さ
を
13
ｍ
以
下
か
ら
16
ｍ
以
下
と
す
る
な

ど
合
理
化
し
、
３
階
建
て
木
造
建
築
物
の

建
築
を
拡
大
し
ま
す
。

②
大
規
模
建
築
物
は
、
大
断
面
材
を
活
用

し
た
建
築
物
全
体
の
木
造
化
や
、
防
火
区

画
を
活
用
し
た
部
分
的
な
木
造
化
を
可
能

と
す
る
な
ど
、
防
火
規
制
の
合
理
化
が
行

わ
れ
ま
す
。

③
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
チ
ェ
ッ
ク
対
象

の
見
直
し
（
＝
４
号
特
例
の
縮
小
）
が
行

わ
れ
、
２
階
建
て
の
木
造
住
宅
も
構
造
規

定
等
の
審
査
・
検
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

全
建
総
連
で
は
、
こ
の
間
、
木
造
住
宅

設
計
施
工
委
員
会
を
過
去
３
回
開
催
し
て
、

法
改
正
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
社
会
資
本
整

備
審
議
会
建
築
分
科
会
の
部
会
に
対
応
し
、

木
造
住
宅
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
大

工
・
地
域
工
務
店
へ
の
支
援
策
の
充
実
等

を
求
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
構
法
の
保
護

や
木
材
利
用
の
促
進
、
４
号
特
例
の
見
直

し
に
伴
う
建
築

確
認
業
務
に
混

乱
防
止
等
に
つ

い
て
要
望
し
て

き
ま
し
た
。

同
法
の
委
員

会
採
択
に
あ

た
っ
て
は
、
衆

参
で
付
帯
決
議

建設現場においては、いわゆ
る一人親方等（中小事業主、役員、
家族従事者を含む）も労働者と
同様な作業に従事しており、労
働災害と同様に業務中の災害も
多数発生している一方、一人親
方等は安全衛生に関する基本的
な知識を十分に身につけられる
機会が得られていません。
このような状況を踏まえ、建

設業労働災害防止協会（「建災
防」）が厚生労働省から委託を受
け、建災防と一人親方を中心と
した建設関係者の加入団体であ
る全建総連による協議組織を設
置し、「建設業の一人親方等に対
する安全衛生教育支援事業を運
営します。
この事業の内容は、①研修会

開催、②安全衛生パンフレット
の作成等、③建設現場における
一人親方等に対する技術指導
（「現場パトロール」）の実施であ
り、本県では現場パトロールを
実施しています。
パトロールは指導員が行い、本

県では各地協の安全指導員が建
災防から委嘱を受け別表の
チェックシートにもとづき点検
を行い、あわせてアンケート調
査を実施しています。
実施時期は従前から行ってい

る「木造建築物の安全パトロー
ル」と併せて行っているため、内
容が重複する場合がありますが、
皆様方のご協力をお願いします。
なお実施時期は令和５年３月

16日までです。

建設業の一人親方に対する
安全衛生現場パトロールが実施される

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
①

中
小
工
務
店
向
け
の
講
習
会
の
実
施
等
に
よ

る
習
熟
度
向
上
に
対
す
る
支
援
、
②
気
候
風

土
適
応
住
宅
の
促
進
、
③
国
産
材
の
安
定
供

給
、
④
４
号
特
例
の
対
象
縮
小
に
係
る
申
請

側
及
び
審
査
側
双
方
の
負
担
軽
減
、
な
ど
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
、
国
交
省
の
補
助

事
業
と
し
て
、
全
国
木
造
建
設
事
業
協
会

（
全
木
協
）
を
実
施
団
体
、
全
建
総
連
、
Ｊ
Ｂ

Ｎ
全
国
工
務
店
協
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｎ
）、
全
国
住
宅

産
業
地
域
活
性
化
協
議
会
（
住
活
協
）
を
協

力
団
体
と
し
て
大
工
技
能
者
を
対
象
に
し
た

「
断
熱
施
工
実
技
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
県
で
の
開
催
は
10
月
26
日
（
水
）か
ら

12
月
６
日（
木
）ま
で
延
べ
８
回
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
開
催
日
、
申
込
に
つ
い
て
は

別
添
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
県
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●●脱脱炭炭素素社社会会のの実実現現にに資資すするるたためめのの建建築築物物ののエエネネルルギギーー消消費費性性能能のの向向上上にに関関すするる法法律律等等のの一一部部をを改改正正すするる法法律律

法法律律のの概概要要

建築物分野の省エネ対策の徹底、吸収源対策としての木材利用拡大等を通じ、脱炭素社会の実現に寄与

○ 2013年度からの対策の進捗により、建築物に係るエネルギー消費量を約889万kL削減（2030年度）

【目標・効果】

背背景景・・必必要要性性

○ 2050年カーボンニュートラル、2030年度温室効果ガス46％削減（2013年度比）

の実現に向け、エネルギー消費の約3割を占める建築物分野での省エネ対策の加速

○ あわせて、木材需要の約4割を占める建築物分野での木材利用を促進し、

吸収源対策の強化に寄与

○ 「成長戦略フォローアップ」（2021年6月18日閣議決定）

・ 建築基準法令について、木材利用の推進、既存建築物の有効活用に向け、2021年中に基

準の合理化等を検討し、2022年から所要の制度的措置を講ずる

１１．．省省エエネネ対対策策のの加加速速 【【建建築築物物省省エエネネ法法・・建建築築基基準準法法・・住住宅宅金金融融支支援援機機構構法法】】

・ 全ての新築住宅・非住宅に省エネ基準適合を義務付け

（現行は中大規模の非住宅 ） ※十分な準備期間を確保

・ 省エネ改修に対する住宅金融支援機構による低利融資
制度を創設

・ 市町村が定める再エネ利用促進区域内について、建築士

から建築主へ再エネ導入効果の説明義務を導入

２２．．木木材材利利用用のの促促進進 【【建建築築基基準準法法・・建建築築士士法法】】

・ 大規模建築物について、大断面材を活用した建物全体の

木造化や、区画※を活用した部分的な木造化を可能とする

・ 防火規制上、別棟扱いを認め、低層部分の木造化を可能に

・ 二級建築士でも行える簡易な構造計算で建築可能な

３階建て木造建築物の拡大 等

① 防火規制の合理化

② 構造規制の合理化

① 省エネ性能の底上げ・より高い省エネ性能への誘導

② ストックの省エネ改修や再エネ設備の導入促進

・ トップランナー制度（大手事業者による段階的な性能向上）の拡充、

誘導基準の強化等を通じ、ZEH・ZEB水準へ誘導

・ 販売・賃貸時における省エネ性能表示の推進

＜その他＞ 省エネ基準等に係る適合性チェックの仕組みを整備 等

※ 高い耐火性能の壁・床での区画により延焼抑制

○ ストック平均で、 ZEH・ZEB（ﾈｯ
ﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾊｳｽ/ﾋﾞﾙ）水準
の省エネ性能の確保を目指す

【2050年】

【2030年】

○ 新築について、ZEH・ZEB水準
の省エネ性能の確保を目指す

2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに向けた取組

抜本的な取組の強化が必要不可欠

戸建住宅の外壁・窓の断熱仕様例（東京の場合）

断熱材厚さ85mm

アルミ
サッシ

≪

室
内
側≫

≪

屋
外
側≫

透明複層ガラス

省エネ基準

断熱層

内装材

面材

通気層

外装材

＜外壁＞ ＜窓＞

断熱材厚さ105mm

アルミ樹脂
複合サッシ

≪

屋
外
側≫

Low-E複層ガラス

≪

室
内
側≫

断熱層

内装材

面材

通気層

外装材

ＺＥＨ基準

＜外壁＞ ＜窓＞・ 省エネ改修や再エネ設備の導入に支障となる高さ制限等

の合理化

（高さ13m以下→16m以下） 【別棟扱い】

木木造造化化

低層部分

高層部分

従来、低層部分も
耐火構造とする必要

延延焼焼をを遮遮断断
すするる壁壁等等

【区画内での木造化】

メゾネット住戸内の部分
(中間床や壁・柱等)を木造化
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10年の遅れを努力で補う

子
が
い
た
お
か
げ
で
無
事
に
や
っ
て

こ
れ
た
。
自
分
が
現
場
に
出
ら
れ
な

い
時
は
代
わ
り
を
務
め
、
非
常
に
助

け
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
現

在
は
独
立
し
、
戸
出
で
大
工
を
し
て

い
る
が
、
今
日
も
顔
を
出
し
て
く
れ
、

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

大
工
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

父
と
2
人
の
兄
が
大
工
と
い
う

大
工
一
家
に
育
っ
た
が
、
自
分
は
大

工
に
な
る
つ
も
り
は
な
く
、
父
か
ら

も
「
大
工
に
な
れ
」
と
は
特
段
言
わ

れ
な
か
っ
た
。
工
業
高
校
の
電
気
科

を
卒
業
後
、
上
京
し
て
一
般
の
会
社

に
就
職
、
日
中
勤
め
な
が
ら
同
僚
ら

の
影
響
で
夜
学
に
も
通
っ
た
。
20
歳

で
地
元
に
U
タ
ー
ン
し
た
後
は
、
電

気
設
備
会
社
で
7
年
ほ
ど
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
後
大
工
棟
梁
を
父
に
も
つ
妻

と
結
婚
し
て
婿
養
子
と
な
り
、
家
業

の
建
築
業
を
義
父
か
ら
引
き
継
ぐ
べ

く
、
大
工
へ
と
転
向
し
た
。

Ｑ　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
職
人
へ
の

転
向
で
ご
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ　

父
も
兄
も
大
工
を
し
て
い
る
し
、

自
分
に
も
問
題
な
く
で
き
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
大
工
へ
転
向
し
た
も
の
の
、

同
級
生
か
ら
は
「
人
よ
り

10
年
遅
れ
て
大
工
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
分
、

人
よ
り
努
力
し
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
い
ぞ
」
と

言
わ
れ
た
。
何
も
持
た
な

い
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
、
一
級
建

築
士
の
資
格
取
得
を
最
終
目
標
に
、

勉
強
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

二
級
建
築
士
の
資
格
は
訓
練
校
に

通
い
な
が
ら
独
学
で
取
得
で
き
た
が
、

さ
す
が
に
一
級
建
築
士
は
独
学
で
は

難
し
く
、
日
建
学
院
へ
入
学
し
学
ぶ

こ
と
に
。
5
年
の
実
務
経
験
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、
実
務
を
こ
な
し
な
が

ら
日
々
必
死
に
勉
強
し
、
無
事
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
も
建
築

大
工
技
能
士
資
格
や
宅
地
建
物
取
引

士
な
ど
建
築
に
関
連
の
あ
る
資
格
を

取
得
し
た
。

平
成
に
な
る
と
特
に
忙
し
く
な
り
、

2
～
3
軒
の
工
事
が
同
時
進
行
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
昼
は
現
場
に
行
き
、

夜
帰
宅
し
て
か
ら
図
面
の
作
成
。
手

作
業
で
作
成
す
る
時
間
が
取
れ
な
い

た
め
、
早
く
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導

入
を
決
め
、
日
建
学
院
で
C
A
D
を

学
び
、
効
率
化
を
図
っ
た
。

Ｑ　

県
連
会
長
を
２
期
４
年
務
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
？

Ａ　

県
連
会
長
職
だ
け
で
な
く
充
て

職
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
様
々
な
会
議

へ
の
出
席
な
ど
任
期
中
は
忙
し
い

日
々
だ
っ
た
が
、
若
い
時
か
ら
ず
っ

と
私
の
下
で
勤
め
て
く
れ
て
い
る
弟

令
和
４
年
度
の
全
国
労
働
衛
生
週

間
が
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
紙
が
発
行
さ
れ
る
時
点
で
は
全

国
労
働
衛
生
週
間
は
既
に
終
了
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
「
心
と
か

ら
だ
の
健
康
」
と
「
快
適
な
職
場
環

境
づ
く
り
」
の
重
要
性
を
再
度
、
認

識
し
、
現
場
で
の
労
働
安
全
衛
生
に

配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

富
山
県
支
部
富
山
分
会
か
ら
令
和
３

年
度
の
県
内
の
木
造
家
屋
建
築
工
事

業
の
労
災
発
生
状
況
な
ら
び
に
そ
の

防
止
対
策
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供

い
た
だ
い
た
の
で
、
一
読
い
た
だ
き
、

今
後
の
労
災
防
止
の
た
め
の
参
考
と

高岡地協　戸出支部
松田　昇さん（72歳）

あ
な
た
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ　
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康
職
場

労
災
労
災
の
防
止
防
止
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

令和３年 業種別署別労働災害発生状況� （単位：人）
署　別 富山 高岡 魚津 砺波 合計 前年比
年　別 3年 ２年 3年 ２年 3年 ２年 3年 ２年 3年 ２年 増減数
業種別 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業 死 休業

総　　　計 7 533 7 487 2 334 2 335 1 185 3 189 1 171 1 131 11 1,223 13 1,142 -2 81

建
設
業

土木工事業 2 14 24 1 15 14 10 1 21 1 12 7 4 51 1 66 3 -15
建築工事業 1 53 2 42 30 22 11 19 16 10 1 110 2 93 -1 17
木造家屋建築工事業 11 9 13 10 4 14 6 5 0 34 0 38 0 -4
その他建築業 33 12 7 7 4 4 7 5 0 51 0 28 0 23

計 3 100 2 78 1 52 0 43 0 25 1 44 1 35 0 22 5 212 3 187 2 25
その他業種 4 433 5 409 1 282 2 292 1 160 2 145 0 136 1 109 6 1,011 10 955 -4 56

＊1　各数値は労働者死傷病報告を集計したもので、死亡及び休業４日以上の災害を対象としている。
＊2　死亡者数は内数である。
＊3　木造家屋建築工事業の数は建築工事業の内数である。

令和３年 木造家屋建築工事業における労働災害発生状況
№ 発生月経験年数 事故の型 起因物 休業日数傷病名 傷病部位
1 12月 6年 墜落・転落 足場 2ヶ月 打撲傷 骨盤
2 12月 2年 墜落・転落 作業床・歩み板 6週間 骨折 胸部
3 11月 2ヶ月 墜落・転落 屋根,はり,もや,けた,合掌 3ヶ月 骨折 足指
4 10月 6ヶ月 墜落・転落 足場 1ヶ月 骨折 足首
5 9月 27年 墜落・転落 建築物・構築物 2週間 骨折 ひざ
6 8月 8年 墜落・転落 足場 1ヶ月 骨折 手首
7 7月 52年 墜落・転落 はじご等 1ヶ月 骨折 手首
8 6月 7年 墜落・転落 屋根,はり,もや,けた,合掌 6週間 骨折 胸部
9 6月 10ヶ月 墜落・転落 屋根,はり,もや,けた,合掌 2ヶ月 関節障害 足首
10 4月 3年 墜落・転落 足場 17日 骨折 胸部
11 4月 6年 墜落・転落 建築物・構築物 2ヶ月 骨折 手首
12 4月 2年 墜落・転落 はじご等 2ヶ月 骨折 下肢
13 8月 10年 転倒 屋根,はり,もや,けた,合掌 2週間 創傷 ひじ
14 3月 27年 転倒 トラック 1ヶ月 骨折 胸部
15 2月 8年 転倒 低温環境(雪) 9日 骨折 鼻
16 1月 2ヶ月 転倒 通路 1ヶ月 創傷 足
17 1月 1ヶ月 転倒 その他の環境 17日 関節障害 足首
18 12月 1年 激突 木材・竹材 2週間 打撲傷 もも
19 5月 8ヶ月 激突 起因物なし 3週間 骨折 胸部
20 12月 5ヶ月 飛来・落下 金属材料 1週間 骨折 鼻
21 3月 8年 崩壊・倒壊 屋根,はり,もや,けた,合掌 6ヶ月 関節障害 もも
22 2月 35年 崩壊・倒壊 金属材料 4日 創傷 指
23 8月 1年 激突され 屋根,はり,もや,けた,合掌 9日 創傷 顔
24 4月 4年 激突され 研削盤・バフ盤 2週間 打撲傷 胸部
25 5月 27年 はさまれ・巻き込まれ その他の環境 3週間 骨折 足指
26 12月 20年 切れ・こすれ かんな盤 3ヶ月 切断 指
27 12月 33年 切れ・こすれ その他の木材加工用機械 1ヶ月 骨折 指
28 7月 4年 切れ・こすれ 帯のこ盤 1ヶ月 切断 指
29 6月 1年 切れ・こすれ 手交具 7日 創傷 指
30 1月 8ヶ月 切れ・こすれ かんな盤 2ヶ月 切断 指
31 8月 10年 熱中症 高温環境 2週間 熱中症
32 6月 1年 交通事故 トラック 1ヶ月 打撲傷 頭部と肢体
33 6月 4ヶ月 その他 その他の環境 2週間 打撲傷 頭部と肢体
34 3月 1ヶ月 その他 その他の起因物 7日 打撲傷 頭部と肢体

し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
は
富
山
県
の
木
造
家
屋

建
築
工
事
業
に
お
い
て
、
休
業
４
日

以
上
の
傷
病
者
数
は
34
人
（
建
設
業

全
体
の
16
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
事
故
の
型
で
は
墜
落
・

転
落
災
害
が
最
も
多
く
、
12
人
（
全

体
の
35
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
木
工
機
械
に
よ
る
災
害
が
４
人
、

冬
季
の
転
倒
災
害
が
３
人
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
に
は
熱
中
症

も
１
件
、
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
災

者
の
中
で
経
験
年
数
が
１
年
未
満
の

方
が
12
人
、
ま
た
、
経
験
年
数
20
年

以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
７
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

木
造
家
屋
建
築
工
事
に
お
け
る
労

働
災
害
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

木
造
家
屋
建
築
工
事
に
お
け
る 

労
働
災
害
と
そ
の
防
止
対
策

１　
足
場
か
ら
の
墜
落
・
転
落
災
害

建
物
の
外
壁
、
窓
の
部
材
取
付
作

業
等
を
行
う
際
に
、
足
場
か
ら
身
を

乗
り
出
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
、

足
場
と
躯
体
と
の
間
に
墜
落
す
る
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
足

場
上
の
作
業
で
あ
っ
て
も
安
全
帯
を

併
用
す
る
、
足
場
と
躯
体
の
間
を
防

網
（
安
全
ネ
ッ
ト
）
で
養
生
す
る
等

の
対
策
が
必
要
で
す
。

２　
梁
か
ら
の
墜
落
・
転
落
災
害

建
て
方
作
業
中
に
、
梁
上
か
ら
墜

落
す
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

梁
の
上
は
作
業
床
に
該
当
し
ま
せ
ん

の
で
、
親
綱
を
張
っ
て
安
全
帯
を
使

用
す
る
、
開
口
部
に
防
網
を
張
る
等

の
対
策
が
必
要
で
す
。

３　
脚
立
・
は
し
ご
か
ら
の
転
落
災
害

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
、
脚
立

や
は
し
ご
か
ら
転
落
す
る
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

脚
立
の
天
板
に
立
っ
て
の
作
業
、

脚
立
を
跨
い
で
の
作
業
は
危
険
で
す
。

昇
降
面
を
作
業
対
象
に
向
け
て
作
業

す
る
の
が
基
本
で
す
。
ま
た
、
可
搬

式
作
業
台
（
立
う
ま
）
等
よ
り
安
全

な
器
具
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
う
ま
（
パ
イ
プ
脚
立
）
の
単
独

使
用
は
禁
止
で
す
。

は
し
ご
は
転
位
防
止
の
た
め
足
の

滑
り
止
め
、
上
端
部
を
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
上
端
は
60
㎝
以
上

突
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
別
添
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
参
照

４　
携
帯
用
丸
の
こ
盤
に
よ
る
手
指

の
切
創
災
害

携
帯
用
丸
の
こ
盤
の
安
全
カ
バ
ー

の
ス
ラ
イ
ド
作
動
不
良
、
ま
た
は
固

定
す
る
等
し
て
安
全
カ
バ
ー
が
働
か

ず
手
指
を
切
創
す
る
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
必
ず
使
用
前
の
点
検
を

し
、
ま
た
、
故
意
に
安
全
カ
バ
ー
を

固
定
す
る
等
不
安
全
行
為
は
行
わ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

令和４年度
技能者登録促進助成

について
県連として組合員の建設キャリアアップ
システム技能者登録の底上げを図ること目
的とする助成措置を講じていることは、
ホームページ等で既にお知らせしています
が、対象期間が本年12月末であるため、
再度、ご案内します。
なお詳細は県連ホームページをご参照く
ださい。

①対象期間
令和４年１月～12月
②対象者
� 県連組合員で上記期間内に登録を行ない、
技能者カードレベル１（白カード）を取得し
た方
③対象職種
同システム対象全業種
④助成額
2,000円
⑤申請方法
� 別紙申請書（県連ホームページ参照）に建設
キャリアアップシステムカードの写を添付
し、県連事務局に送付
⑥送金
� 令和５年１月末に申請者の指定口座へ振込

	◀▲G寺の	
庫裏

安全ネット

	▲立派な庭園との調和が美しいY邸 	▲石垣の上に本丸のような作
りをした植木屋の事務所

令和４年（2022年）10月14日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第212号　　( 2 )



令
和
４
年
７
月
25
日（
月
）午
後
２

時
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
富
山
県
総
合
運
動
公

園
会
議
室
に
お
い
て
通
常
組
合
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

丸
田
理
事
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
、

富
山
県
建
築
組
合
連
合
会
根
塚
会
長

の
来
賓
挨
拶
に
始
ま
り
、
村
田
議

長
・
稲
葉
副
議
長
の
進
行
の
も
と
事

務
局
よ
り
各
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

組
合
会
議
員
に
よ
る
審
議
の
も
と
採

決
が
行
わ
れ
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

●
議
案
第
１
号

令
和
３
年
度
富
山
県
建
設
国
民
健
康

通
常
組
合
会
開
催

た
め
”
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
（
秋
）
に

取
組
む
こ
と
で
、
我
々
の
強
い
思
い

を
厚
労
省
と
財
務
省
へ
訴
え
ま
し
ょ

う
。国

か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た

被
用
者
等
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の

対
象
適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
た
の
で
、

当
国
保
組
合
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
傷
病
手
当
」
の
適
用
期

間
を
令
和
４
年
９
月
30
日
か
ら
令
和

４
年
12
月
31
日
ま
で
に
延
長
し
ま
し

た
。県

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
急
激
な
感
染
拡
大
を
踏
ま

え
、
陽
性
者
に
送
信
さ
れ
る
Ｍ
ｙ　

Ｈ
Ｅ
Ｒ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
（
マ
イ
ハ
ー
シ
ス
）

に
よ
る
療
養
証
明
で
医
療
機
関
記
入

用
申
請
書
の
省
略
が
可
能
と
の
確
認

が
取
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
国
保
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
傷
病
手
当
金
支
給
申
請
に
つ
い
て

は
、
当
面
の
間
、
臨
時
的
な
取
扱
い

と
し
て
マ
イ
ハ
ー
シ
ス
に
よ
る
証
明

書
で
申
請
を
受
付
け
し
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

傷
病
手
当
」
適
用
期
間
の
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
傷
病
手

当
金
の
支
給
申
請
に
係
る
臨
時
的
対
応

令
和
４
年
９
月
７
日
（
水
曜
日
）

付
で
基
準
が
変
更
さ
れ
、
保
健
所
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の
連

絡
が
あ
っ
た
方
は
、
療
養
期
間
が
発

症
し
た
日
の
翌
日
か
ら
従
来
は
10
日

間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
症
状
が

出
た
日
を
０
日
と
し
て
原
則
７
日
間

の
療
養
（
自
宅
等
）
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
療
養
待
機
期
間
が
従
来
よ

り
短
縮
化
さ
れ
ま
し
た
が
「
臨
時
的

対
応
の
申
請
手
続
き
」
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〇
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た

重
点
計
画
（
政
府
の
骨
太
方
針
・
令

和
４
年
６
月
７
日
閣
議
決
定
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
の
推
進

診
療
時
に
お
け
る
確
実
な
本
人
確

認
と
保
険
資
格
確
認
を
可
能
と
し
、

医
療
保
険
事
務
の
効
率
化
や
患
者
の

利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
、
保

険
医
療
機
関
・
薬
局
に
、
令
和
５
年

（
2
0
2
3
年
）
４
月
か
ら
導
入
を
原

則
と
し
て
義
務
付
け
る
※
こ
と
で
、

導
入
が
進
み
、
患
者
に
よ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
が
進

む
よ
う
、
関
連
す
る
支
援
等
の
措
置

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
が
本
格
化
し
ま
す

インフルエンザの予防接種の助成が 
令和２年度から始まっています！
建設国保のインフルエンザ予防接種の助成は、
市町村の助成がされた後に申請していただけます。

10 月～ 12月の間に接種されたものに限り、１人 2,000 円を上限
として申請できます。（年度内１回のみ）
※�２回法の場合は、総費用のうち2,000 円を上限とします。
なお、接種料が2,000 円未満の場合は、その接種料が助成金額
となります。
※�助成金申請書は、年度末（３月末）までの提出をお願いいたしま
す。

申請書の記入方法
建設国保の申請書は、１人につき２回分を記入できますが、これは、
２回法を想定してあるためです。（２回法については、下記参照）
１回のみ接種される場合は、２回目の日付は未記入でご提出くださ
い。また、２回法で予防接種を受けた場合は、必ず２回分まとめて
申請してください。

申請方法

・請求書兼領収書
・領収書　など

インフルエンザ
申請書

地域事務担当者へ
ご提出ください。

●�予防接種を受けられた医療機関で出される、「請
求書 兼 領収書」など
●�以下の４点が記載されているか、ご確認ください。
①氏名②医療機関名③金額④予防接種の種類
※記載がない場合は、ご相談ください。
●�提出されるときは、コピーでも構いません。

●�「インフルエンザ予防接
種助成金申請書」は、地
域組合の事務担当者に
お問い合わせください。
●�保険証番号ごとにまと
めてご記入ください。

+ ➡

２回法について（厚生労働省より）
13 歳以上の方は、原則１回接種
13歳未満の方は、原則２回接種

を推奨されています。

保
険
組
合
事
業
報
告
承
認
の
件

●
議
案
第
２
号

令
和
３
年
度
富
山
県
建
設
国
民
健
康

保
険
組
合
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

●
議
案
第
３
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
規

約
の
一
部
改
正
の
件

○
報
告
第
１
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
令
和
４
年
度
の
保
険
料
減
免
基
準

に
つ
い
て

○
報
告
第
２
号

押
印
の
省
略
化
に
つ
い
て

議
案
承
認
後
に
は
、
令
和
４
年
度

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
保
険
料
減
免
適
用
条
件

と
７
月
よ
り
当
国
保
へ
の
申
請
・
届

出
書
類
に
つ
い
て
「
原
則
的
に
押
印

廃
止
」
と
し
た
理
事
先
決
内
容
を
報

告
し
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
会
の
議
事
に
先
立
ち
、

令
和
３
年
度
の
健
康
優
良
家
庭
表
彰

と
し
て
最
長
16
年
の
無
診
療
者
２
名

を
含
む
36
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。
な

お
、
昨
年
よ
り
事
前
連
絡
し
て
い
ま

す
が
令
和
４
年
度
よ
り
表
彰
基
準
を

「
特
定
健
診
を
受
診
し
、
日
頃
よ
り
健

康
管
理
に
努
め
て
い
る
家
庭
を
表
彰

す
る
」
と
改
定
し
て
い
ま
す
の
で
積

極
的
に
健
康
診
断
の
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

厚
労
省
が
提
出
し
た
2
0
2
3
年

度
国
保
組
合
関
係
概
算
要
求
額
は
、

２
，７
０
７
・
３
億
円
で
前
年
当
初
予

算
比
24
・
６
億
円
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
増
額
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
大

き
な
要
因
は
、
全
国
の
仲
間
と
取
組

ん
だ
１
２０

万
枚
を
超
え
る
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
（
夏
）
の
成
果
に
よ
る
も

の
で
す
。

し
か
し
、
年
末
ま
で
の
国
の
予
算

編
成
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
経
費
の
影
響
と
裁
量
的
経
費

10
％
削
減
が
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
“
私

た
ち
の
社
会
保
障
の
要
で
あ
る
国
保

組
合
の
現
行
補
助
水
準
を
確
保
す
る

２
０
２
３
年
度
国
保
組
合
関
係

予
算
確
保
に
向
け
た
要
請
行
動

安達 晴棟
（新川地協 朝日支部）

朝
日
支
部
の
青
年
部
長
を
昨
年
度

よ
り
務
め
て
お
り
ま
す
安
達
晴
棟
で

す
。私

は
高
校
卒
業
後
に
地
元
を
離
れ
、

県
外
で
他
の
職
業
に
就
い
て
い
ま
し

た
。
職
人
へ
の
道
の
直
接
的
な
き
っ

か
け
は
、
父
が
大
工
だ
っ
た
こ
と
が

大
き
い
の
で
す
が
、
11
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
時
の
経
験
も
き
っ
か
け

の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
当
時
し
て
い
た
仕
事
の
関
係

で
、
被
災
地
で
の
復
興
業
務
と
し
て

瓦
礫
の
撤
去
や
被
災
者
へ
の
食
糧
支

援
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

多
く
の
地
元
の
消
防
団
や
住
民
の
方

と
関
わ
り
、
活
躍
し
て
い
る
方
の
多

く
が
職
人
や
漁
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ふ
と
、
大
工
だ
っ
た
父
の
顔
が
浮
か

び
ま
し
た
。

重
機
が
入
れ
な
い
場
所
で
の
瓦
礫

の
撤
去
は
必
然
的
に
手
解
体
に
な
る

の
で
す
が
、
な
か
な
か
解
体
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、「
学
生
時
代
に
親
父
の

手
伝
い
を
少
し
で
も
し
て
い
れ
ば
…
」

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
と

し
て
活
動
し
て
い
る
職
人
の
方
々
と

と
も
に
活
動
す
る
う
ち
、
彼
ら
の

「
自
分
の
地
域
を
復
興
す
る
」
と
い
う

強
い
気
持
ち
に
心
打
た
れ
、
自
分
も

地
元
に
戻
っ
て
大
工
に
な
り
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

前
の
職
を
辞
め
て
地
元
に
戻
り
、

地
域
と
共
に

父
と
共
に
仕
事
を
始
め
た
の
で
す
が
、

大
工
仕
事
は
と
て
も
奥
が
深
く
、
そ

し
て
前
職
と
異
な
り
一
人
一
人
の
責

任
の
重
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
組

合
活
動
に
も
参
加
し
、
朝
日
支
部
は

大
工
よ
り
も
他
業
種
の
割
合
が
多
い

で
す
が
、
他
業
種
の
方
と
の
話
も
学

び
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
は
富
山
県
の
端
と
い
う
こ

と
も
あ
り
人
口
減
少
が
激
し
く
、
空

き
家
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
昨
年
度
、
建
築
組
合
青
年
部
の
方

や
商
工
会
青
年
部
、
移
住
者
、
地
域

の
有
志
の
方
々
と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

立
ち
上
げ
、
移
住
定
住
と
空
き
家
利

用
の
促
進
を
図
る
組
織
を
発
足
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
空
き
家
を
通
し

て
地
域
の
住
民
や
移
住
者
の
方
と
と

も
に
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど
の
支
援
を
し
な
が

ら
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
は
、
大
工
や
職
人
は
イ
ン
フ
ラ

の
一
部
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
地
域

に
根
差
し
た
職
人
が
消
防
団
活
動
の

初
動
、
地
域
の
復
興
を
担
い
、
そ
し

て
地
域
の
建
物
の
困
り
ご
と
に
応
え

る
ハ
ウ
ス
ド
ク
タ
ー
と
し
て
の
側
面

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
差
し
た
か
か
り
つ
け
医
の

よ
う
な
職
人
を
目
指
し
て
い
き
た
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
物
故
会
員
名

（
令
和
４
年
７
月
９
日
～
10
月
４
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

朝　

日

霜
越　

光
雄

65
歳

入　

善

西
尾　
　

純

53
歳

呉　

羽

清
水　

隆
也　

19
歳

立　

山

森　
　
　

忍

91
歳

高　

岡

坂
田　
　

誠

46
歳

朝　

日

大
平　

仁
志

70
歳

太　

田

中
瀬　

光
良

66
歳

福　

岡

額
谷　
　

悟

73
歳

以
上
８
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

を
見
直
す
。

令
和
６
年
度
（
2
0
2
4
年
）
中

を
目
途
に
保
険
者
に
よ
る
保
険
証
発

行
の
選
択
制
の
導
入
を
目
指
し
、
さ

ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

状
況
等
を
踏
ま
え
、
保
険
証
の
原
則

廃
止
を
目
指
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
「
顔
認

証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
を
窓
口

に
設
置
す
る
こ
と
。

国
は
一
部
の
拠
点
病
院
に
外
来
患

者
が
集
中
し
、
患
者
の
待
ち
時
間
や

勤
務
医
の
外
来
負
担
等
の
課
題
を
改

善
す
る
た
め
、
一
定
規
模
以
上
の
対

象
と
な
る
病
院
（
一
般
病
床
2
0
0

床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
）
へ

の
紹
介
状
を
持
た
ず
に
外
来
受
診
す

る
患
者
に
対
す
る
初
診
料
（
医
科
：

5
，0
0
0
円
⇒
7
，0
0
0
円
、
歯

科
：
3
，
0
0
0
円
⇒
5
，
0
0
0

円
）
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
医
療

機
関
を
受
診
し
、
必
要
に
応
じ
て
紹

介
を
受
け
る
等
、
医
療
機
関
の
機

能
・
役
割
に
応
じ
た
適
切
な
受
診
を

行
な
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

特
定
機
能
病
院
で
は
紹
介
状
無
し

で
の
初
診
料
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す

丸田理事長の挨拶根塚県連会長
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休
載
の
お
知
ら
せ

掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い
た
4
コ
マ
マ
ン
ガ『
大
工
家
族
』で
す
が
、都
合
に
よ
り
休
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
読
者
の
み
な
さ
ま
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も「
大
工
家
族
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●タテのキー
①　名作「モナリザ」を描いた、○○○○○・ダ・ヴィンチ
②　イチョウやマツなどは○○植物
③　「叫び」を描いた画家は？
④　○○の東西を問わず
⑤　自分の力量を試すこと
⑥　殺人事件が焦点の○○○小説
⑧　野球でサヨナラ勝ちができるのは、○○攻撃チーム
⑨　γ
⑫　よい思いつき
⑭　絵画や書を入れて壁などに揚げるもの
⑯　剣術などの先生
⑱　ギョーザのたれに入れる油
⑲　18世紀のフランスの装飾様式、○○○調
㉑　公園にみんな集まって○○○体操
㉓　人の悪口を言うと、災いを受けるよ
㉔　七五三の○○○飴
㉕　樹液はかぶれの元
㉖　地位や家業を相続すること
㉗　⇔凸
㉘　短歌は三十一○○

●ヨコのキー
②　ビー玉の栓でおなじみの清涼飲料
④　気配とか状況とか
⑦　医師が患者の家に行って診察
⑨　サグラダ・ファミリアを残した、スペインの建築家
⑩　束大寺にある壮大な芸術、○○の大仏
⑪　金銭を算段
⑬　時計が洗濯物のようにたれ下がった絵などで知られる
スペインの画家
⑮　あやまちがないように注意すること
⑰　「民衆を導く自由の女神」が代表作のフランスの画家
⑳　全体を支える人や物
㉒　異なったものが混じり合って、○○○○一体に
㉔　新品ではなくて
㉖　画家ピカソの若き頃の作風、○○の時代
㉗　太陽の塔を制作した芸術家、○○○○太郎
㉙　「山水画」「天橋立図」などで日本の水墨画を大成させ
た画家

㉚　はっきりしている、○○○の理

芸術の秋～偉大なる芸術家～

●先回の解答　クレオパトラ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の５名の方に決定しました。�
〈当選者名〉（敬称略）�
岡本　啓希（富　山）　　高瀬　啓子（魚　津）
松田　　昇（高岡南）　　中山　耕作（新　湊）
小谷　洋海（伏　木）

●応募方法　Ａ〜Eの文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と郵便番号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、
下記までお送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解
者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。
解答と当選者は匠213号で発表します。

●応募締切日　令和４年11月30日（水）消印有効
●送付先
・〒939-8251　富山市西荒屋25-４	
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

●
今
回
の
お
父
さ
ん

新
川
地
協 

朝
日
支
部

佐
渡
洋
一
郎
さ
ん

朝
日
町
立
さ
み
さ
と
小
学
校
5
年

佐
渡　

敦
斗
さ
ん

　

僕
の
お
父
さ
ん
は
、
建
具

職
人
で
す
。  　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん
は
夏
休
み
の
自

由
研
究
の
手
伝
い
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
い
す
作
り
を
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
木
を

切
っ
た
り
、
カ
ン
ナ
を
か
け

た
り
、
ド
リ
ル
で
ネ
ジ
を
止

め
た
り
し
ま
し
た
。
僕
は
イ

ス
を
作
っ
て
い
る
と
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
イ

ス
は
上
手
に
で
き
あ
が
り
、

今
も
勉
強
の
時
に
使
い
ま
す
。   

お
父
さ
ん
み
た
い
に
、
木

を
使
っ
て
み
ん
な
の
役
に
立

つ
仕
事
が
か
っ
こ
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。  　
　
　
　
　

僕
も
、
自
分
で
作
る
楽
し

み
を
感
じ
た
の
で
、

木
を

使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

般
若
野
建
築
組
合
は
高
岡
市
南

東
部
の
地
区
に
あ
り
、
高
岡
市
中

田
校
下
内
の
十
一
の
単
位
自
治
会

が
あ
る
散
居
地
で
す
。

名
所
と
し
て
は
、
￢
弓
の
清

水
」
が
有
名
で
す
。
源
平
の
戦
で

の
源
氏
軍
の
武
将
、
木
曽
義
仲
が

兵
の
喉
の
渇
き
を
潤
す
た
め
崖
端

に
一
矢
を
放
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水

が
コ
ン
コ
ン
と
ほ
と
ば
し
り
出
て
、

兵
に
活
力
を
与
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
と

し
て
富
山
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
は
県
の

水
道
管
理
所
や
高
岡
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
地
区
で
す
が
、
現
在

「
般
若
野
」
と
い
う
地
名
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
越
中
古
記

録
」
に
よ
る
と
、
天

武
天
皇
飛
鳥
時
代
の

書
に
「
般
若
野
ノ

庄
」
と
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

般
若
野
ノ
庄
は
こ
の
時
代
、
砺
波

平
野
の
庄
川
流
域
に
か
な
り
広
域

的
に
広
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
文
献
に
は
『
鬼
モ
住
ス
ル
荒

野
ナ
レ
バ
般
若
野
ト
唱
セ
シ
ナ

リ
。』
と
記
さ
れ
、
こ
れ
が
語
源

と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
時
代
の
流
れ
と
共
に

領
地
と
地
名
も
変
化
し
、
中
世
に

入
る
と
般
若
野
庄
と
呼
ば
れ
、
江

戸
時
代
で
は
般
若
野
庄
と
般
若
野

の
両
方
が
使
わ
れ
て
お
り
、
明
治

の
終
わ
り
頃
ま
で
般
若
野
村
と
呼

ば
れ
、
昭
和
二
十
九
年
に
中
田
町

と
の
新
設
合
併
で
旧
名
と
な
り
ま

し
た
。

現
在
で
は
そ
の
名
残
と
し
て
、

般
若
野
保
育
園
、
高
岡
市
消
防
団

般
若
野
分
団
、
般
若
野
建
築
組
合

が
「
般
若
野
」
を
残
し
て
名
乗
っ

て
い
ま
す
。

（
寄
稿
者
／
般
若
野
支
部　

林　

誠
）

県連地区対抗ソフトボール大会
今年も中止される

こくみん共済coop（全労済）共済研修会開催される

県連地区対抗ソフトボール大会は、８月28日（日）に富山市婦
中町「ピースフル運動公園」での開催の準備をすすめていました
が、本年も昨年と一昨年に引き続き中止となりました。
開催に向け、８月５日（水）に各地区から選出されたチーム代表
が県連会議室に参集して組み合わせ抽選会を行い、本戦を待つば
かりとなっていましたが、その時期、県内新型コロナウイルス感
染者数の高止まりしていたため、大会開催による感染拡大の可能
性を危ぶむ声も寄せられました。
このため役員等で再度、開催の可否を検討した結果、残念では
ありますが、出場者や関係者ならびにその家族の安全確保をはか
るため、本大会の中止を決定しました。
来年はソフトボール大会が開催できることを祈念し、組合員の
皆様には健康に留意のうえお過ごしいただき、大会に参加いただ
くようお願いいたします。

●予定していた出場チーム
新 川 地 区	 魚津チーム
富 山 地 区	 富山チーム
高 岡 地 区	 西高岡チーム
両砺波地区	 小矢部チーム

こくみん共済coop共済の共済事務に関する研修会が、８月23日に各支部から事務担当者20名が参加
し、県連会議室で開催されました。
研修会冒頭、舟川正範広報委員会委員長と、こくみん共済coop富山推進本部富山支所長の滝沢正志氏
の挨拶の後、同支所の横田勝弘氏よりスクラム共済、任意共済の加入状況、共済金の支払状況の報告お
よび契約の更新と新規加入に関する手続きについて講習を受けました。
組合員に加入いただいているスクラム共済の７月末１年間の共済金支払は慶弔火災が１件、10,000

円、交通災害共済が７件、413,000円となっています。
支払いがないに越したことがない共済制度ですが、万が一に備えての加入ですので、交通事故や住宅
災害の場合はこくみん共済まで連絡いただくようお願いします。

加入状況（2022年7月末実績）
①�スクラム共済（全員一律加入）	
	 3,979人
②任意共済
・住まいる共済	 163件
・交通災害共済	 96件
・終身共済	 2件
・個人長期共済	 22件
・こくみん共済	 59件
・自動車共済	 83件

共済金支払状況（2021年8月～2022年8月）
①スクラム共済（全員一律加入）
・慶弔火災FA型	 1件	 10,000円
・交通災害共済	 7件	 413,000円
②任意共済
・住まいる共済	 2件	 172,500円
・こくみん共済	 4件	 1,532,000円
・個人長期共済	 2件	 4,087,998円
・自動車共済	 7件	 1,393,390円
	 （2021年6月～2022年5月）
　合　計	 23件	 7,608,888円
	 （昨年度：44件  6,505,023円）

特別教育・講習会等の開催案内特別教育・講習会等の開催案内
フルハーネス型墜落制止用具特別教育、建築物石綿含有建材調査者講習会�

および断熱施工実技研修会を以下のとおり開催しますので、ご案内します。
研修の内容や申込方法等については県連ホームページを参照してください。

フルハーネス型墜落制止用具特別教育
�日　時：�令和４年11月24日（木）

9：00～
場　所：県連会館会議室
受講料：5,000円

建築物石綿含有建材調査者講習会
日　時：�令和４年11月24日（木）

9：00～
場　所：県連会館会議室
受講料：55,000円

断熱施工実技研修会
本紙の建設物省エネ法の記事を参照してください。

わが町、在所の
ふるさと自慢ふるさと自慢

般若野建築組合の名称について般若野建築組合の名称について

組み合わせ抽選会の様子

令和４年（2022年）10月14日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第212号　　( 4 )

ホームページアドレス　http://www.kenchiku-toyama.com ／ Eメールアドレス　kenchiku-toyama@syd.odn.ne.jp


